
( 2026年度・医療技術学部 )

卒業研究

[研究]　第4学年　通年　必修　6単位

《担当者名》◯松尾淳司　幸村　近　田中真樹　遠藤輝夫　吉田　繁　丸川活司　坊垣暁之　林　泰弘　近藤　啓　江本美穂　

髙橋祐輔　髙橋祐司　山崎智拡　沖野久美子

【概　要】

　１－４年生で学んだ知識および技術を基盤として、臨床検査学に関する基礎、臨床、応用的な研究に取り組む。医学研究にお

ける臨床検査の位置づけを理解し、研究に取り組む姿勢、研究目的を達成するための実験計画の作製、研究データの解釈と処理

方法、研究成果の発表方法（学会発表、論文作成）を学び、プレゼンテーションおよびディスカッションから研究の意義と問題

点ついて考察する力を養う。本セミナーでは１）学術論文の検索方法、２）学術論文抄読、３）実験計画書作成、４）調査・研

究、５）実験ゼミ、６）発表スライド作製・発表を行い研究方法について学習する。学科の全教員が担当する。

【学修目標】

１）生命の尊重を基盤とした豊かな人間性、幅広い教養、高い倫理観を身につけるために、臨床検査に関する研究を遂行できる。

２）臨床検査学領域における様々な課題に対し、解決に向けた情報の適切な分析、科学的思考と的確な判断ができる。

３）研究計画に基づいて研究を遂行できる。

４）得られた結果から、適切に結論を導くことができる。

５）研究成果を論文にまとめることができる。

６）プレゼンテーション資料を作成し発表できる。

【学修内容】

回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

1

135

研究 ・研究計画に基づいた調査ならびに実験

・データ分析

・研究内容の要旨の作成

・プレゼンテーション資料作成

・発表

キーワード：論文抄読、データ解析、資料作成、発表

全教員

【授業実施形態】

面接授業

※授業実施形態は、各学部（研究科）、学環、学校の授業実施方針による

【アクティブ・ラーニング】

導入している

【評価方法】

論文作成　40％　　研究発表　40％　　研究活動への積極的な参加　20％　

【学修の準備】

与えられた課題を事前に調べておくこと。（80分）

学修した部分について理解しておくこと。（80分）

【ディプロマポリシーとの関連性】

（DP1）生命の尊重を基盤とした豊かな人間性、幅広い教養、高い倫理観を身につけている。

（DP2）臨床検査に必要な知識と技術を習得し、先進・高度化する医療に対応できる実践能力を身につけている。

（DP3）保健・医療・福祉の各分野の役割を理解し、チーム医療の一員としての自覚とそれを実践するための専門性と協調性を身

につけている。

（DP4）臨床検査のスペシャリストとして、進歩や変化に常に関心を持ち、生涯にわたり自己研鑽する姿勢を身につけている。

（DP6）臨床検査学領域における様々な問題や研究課題に対し、解決に向けた情報の適切な分析、科学的思考と的確な判断ができ

る能力を身につけている。

【実務経験】

幸村　近（医師）、田中真樹（歯科医師）、遠藤輝夫（臨床検査技師）、吉田　繁（臨床検査技師）、丸川活司（臨床検査技師

）、坊垣暁之（医師）、林　泰弘（臨床検査技師）、近藤　啓（臨床検査技師）、髙橋祐輔（臨床検査技師）、髙橋祐司（臨床

検査技師）、沖野久美子（臨床検査技師）

【実務経験を活かした教育内容】

実務経験を活かし、臨床検査学領域における様々な問題や研究課題に対する適切な分析方法ならびに的確な判断の仕方を教授す
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る。

【その他】

この科目は主要授業科目に設定している


